
学術変革（Ａ）（領域計画書）１４ 

（ｃ）領域推進の計画・方法③ 

領域推進の計画・方法について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述すること（１頁以内）。 

５）公募研究の役割 

公募研究は、領域設定期間の１年目に令和10(2028)～令和11(2029)年度分、３年目に令和12(2030)～令和13(2031)年度

分の公募が行われる。本研究領域の推進に当たって、公募研究がどのような位置付けにあり、研究領域全体として、どの

ような研究を期待するのかについて記述すること。本研究領域として何件程度の公募研究課題を必要とし、１研究課題当

たり、どの程度の研究経費が必要かを示すこと。公募研究の金額を設定する際は、研究遂行が十分可能な研究経費を計上

すること。なお、公募研究の設定に当たっては、次の最低基準のいずれかを上回るように設定すること。 

・１年目と３年目それぞれの採択目安件数が15件を上回ること 

・公募研究にかかる経費の総額（令和10(2028)～令和13(2031)年度の合計）が研究領域全体の研究経費（５年総額）の

15％を上回ること 

採択された研究領域の公募研究への配分総額は、領域計画書に記載の「公募研究」の「研究経費」の範囲内で設定され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


